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〔雑 報〕

○幹事会

日 時 昭和49年11月6日（水）午後3時より

場所東京女子医科大学中央校舎学会室

議 題 東女医大誌 第45巻第1号編集 8編

    評議員会の件

O評議員翌

日 時 昭和49年11月22日（金）午後4時より

場所東京女子医科大学別館2階会議室

議 題

1．第41回総会の件

（1）期日 昭和50年9月27日（土）と決定

（2）演題数40題まで

   （大体1教室1題，2題以上のときは順位をつ

   けられたい）

（3）演説時間 1題6～7分（演題数による）

   ；言寸言命2ラ〉

（4）演題締切日 昭和50年7月1日（火）

   演題と800字程度の抄録を添えること．

（5）

（6）

2．

1月

2月

4月

5月

6月

10月

11月

特別講演担当老一福山幸夫教授（小児科）

シンポジウムの題と司会者を決めること．

司会者は田崎門生教授（放射線科）と決定．

題と分担者は，追って司会者で決める．

旧説担当者発表（昭和52年度）

小野  恵 助教授（第1衛生）

白須 徹夫 教授（整形外科）

古谷 幸雄 教授（麻酔科）

山崎三四郎 助教授（放射線科）

川田 高俊 助教授（心研外科）

相羽早百合 助教授（産婦人科）

竹内  正 教授（消化器内科）

 昭和50年12月5日（金）では大学創立記念日で休校と

なるので11月28日（金）に繰上げることに決定．

 3．会計報告（昭和49年1月～9月の中間報告）

詳細は省略するが，収入計5，278，964円，支出計6，330

，268円，差引不足1，051，304円．正会員数987名（11月

5日現在），年会費3，000円，収入率8596であるが，昨年

末用紙代10％，本年1月より印刷代2G％値上げとなり，

全収入で印刷代を賄えないための大きな赤字である．

 4． 会費改正の件

 前記中間報告で赤字であるのに，更に印刷会社（杏林

舎）より50年1月より印刷代20％値上げ要請あり．協議

の結果，諸物価高騰の際とて止むを得ずとして承認され

た．（なお用紙代も遠からず値上げの見込みという．）

 かような状態で，年会費現在3，000円を昭和50年度

4，000円に改正する事に決定した．

 5．論文掲載料の件

 現在無料頁は，原著刷り一ヒり5頁，臨床報告・調査報

告などは3頁であるが，これらは据置く．

 超過頁は現在普通紙1頁5，000円を6，000円に，アー

ト紙1頁6，000円を7，000円に改める．

 図，写真は30Gc皿2（約1頁半）は据置きで無料，超

過分は実費を申受ける．

 別刷は50部， 100， 150，200部のごとく50雪ぎざみ

となる．その区分内の値段は同じ．

 6．その他一なし．          以 上

             （幹事 佐藤イクヨ記）

編集後記

 まず昭和50年の新春を迎えおめでとうございます．学

会雑誌も第45巻，45才の壮年期でますます内容充実を期

待いたします．

 前記雑報に記載のごとく，11月22日の評議員会で，昭

和50年度第41回総会は50年9月27日の」＝曜日と決定しま

した．従来，参会者のために日曜が出易いだろうという

ことでしたが，特別講演・シンポジウムは午後であるの

で，出演者にも学外一般聴衆にも土曜日の方が適当では

ないかとの提案があり，土曜日と決定された次第です．

 シンポジウムの題を募集しましたが1題も提出されず

困りました．総合学会ですから余り専門に片寄らず一般

向きという題は今までに殆ど出尽された観ありむずかし

い．森崎教授のご提案で，レントゲンは広く使われ各科

に関係があるからと，放射線科の田崎瑛生教授に司会者

をお願いし，ご快諾を得て安心しました．いずれ，題も

分担者も決定発表されますから楽しみにお待ちしましよ
う．

 1昨年来の物価高騰の連続で，年会費3，000円を4，000

円に改正する事に決定しましたが，何卒ご協力のほどお

願いいたします．

 年頭に当り東京女子医科大学ならびに本学会のますま

す隆盛を希い，会員諸氏のご健康とご健闘を祈ります．

            （昭49．11．25．佐藤記）
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